
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

□ （16）

□ （17）

プラスチックは有機物か無機物か。

金属の共通の性質として磨くと（　　　　）る。

金属の共通の性質でたたくと広がる性質のこと。

金属の共通の性質で引っ張るとのびること。

金属の共通の性質として、（　　　）が流れやすく、熱が伝わりやすい。

磁石に引きつけられる性質は金属の共通の性質といえるかいえないか。

ガスバーナーのアの部分を（　　　　）調節ねじという。

ガスバーナーのイの部分を（　　　　）調節ねじという。

火をつけるときは、（　　　）調節ねじから開ける。

火を消すときは（　　　）調節ねじから閉める。

砂糖のように、燃えて炭になったり、燃えて二酸化炭素を発生したりする物質のこと。

（5）以外の物質のこと。

一定体積あたりの質量を何というか。

密度＝物質の質量÷物質の（　　　）

水の密度はどれくらいか。

質量52.5ｇ、体積5.0㎤の物質の密度。（単位をつけて）

メスシリンダーは最小目盛りの（　　　　）分の1まで読み取る。

空気

ガス

ガス

空気

有機物

無機物

密度

体積

1

10.5ｇ/㎤

10

有機物

光

展性

延性

電流

いえない

い
ろ
い
ろ
な
物
質

目標時間

15分

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

1.いろいろな物質

単元2 物質のすがた



 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

□ （16）

□ （17）

□ （18）

□ （19）

□ （20）

□ （21）

□ （22）

□ （23）

□ （24）

□ （25）

□ （26）

□ （27）

□ （28）

□ （29）

□ （30）

□ （31）

空気中の約80％を占める気体は何か。

空気中の約20％を占める気体は何か。

酸素はうすい過酸化水素水（オキシドール）が（　　　　）と触れると発生する。

二酸化炭素は石灰石を（　　　）に入れると発生する。

水酸化ナトリウムと塩化アンモニウムを混ぜると発生する気体。

（17）は水に（　　　　　　）。

塩化水素の水溶液を何というか。

アは水に（　　　　　）、または少し溶ける気体に使える。

イの図の気体の集め方を何というか。

イは空気よりも密度が（　　　　）ときに使える。

ウの図の気体の集め方を何というか。

ウは空気よりも密度が（　　　）ときに使える。

はじめに出てくる気体には装置内に入っている（　　　）が混ざっている。

二酸化炭素は水に溶けて（　　　）性を示す。

二酸化炭素の密度は水より（　　　　）。

窒素は水にほとんど（　　　　　　）。

じゃがいもにオキシドールを加えると何が発生するか。

ベーキングパウダーに酢を入れると何が発生するか。

アの図の気体の集め方を何というか。

二酸化硫黄は、空気より（　　　　）い。

二酸化硫黄は、何の原料に使われるか。

塩化水素は無色で刺激臭があり、空気より（　　　）い。

塩化水素は水に溶けて強い（　　　　）性を示す。

（17）の水溶液は（　　　）性を示す。

（17）は空気より密度が（　　　　）。

水素は鉄や亜鉛などの金属に（　　　　）を加えると発生する。

水素は、もっとも（　　　　）い気体。

水素は水に（　　　　　　　　）。

一酸化炭素は非常に（　　　　）な気体。

窒素

硫化水素は（　　　　）臭をもつ有毒な気体。

二酸化硫黄は、（　　　　　）臭をもつ気体。

酸素

二酸化炭素

水上置換法

溶けにくい

上方置換法

小さい

酸素

二酸化マンガン

塩酸

酸

大きい

溶けない

アルカリ

小さい

塩酸

軽

溶けにくい

有毒

下方置換法

大きい

空気

アンモニア

よく溶ける

塩酸

腐卵

刺激

重

漂白剤

重

酸

1
身
の
ま
わ
り
の
気
体

2
い
ろ
い
ろ
な
気
体

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

ウ

イ

ア

目標時間

15分2.気体の発生と性質

単元2 物質のすがた



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

□ （16）

□ （17）

□ （18）

□ （19）

□ （20）

物
質
の
状
態
変
化

液体が沸騰するときの温度。

1種類の物質からできているものを、（　　　　）な物質という。

空気や海水などのようにいろいろな物質が混ざっているものを（　　　　　）という。

温度によって物質の状態が固体→液体→気体と変わることを物質の（　　　　）という。

ろうは液体から固体に状態変化すると、体積は（　　　）、質量は（　　　）、つまり密度は（　　　　）なる。

水は液体から固体に状態変化すると、体積は（　　　）、質量は（　　　）、つまり密度は（　　　　）なる。

水は液体から気体に状態変化すると、体積は（　　　）、質量は（　　　）、つまり密度は（　　　　）なる。

固体の粒子は（　　　　　　）正しく並び、その場にとどまっている。

液体の粒子は（　　　　　　）。

気体の粒子は空間を自由に飛び回り、粒子と粒子の間が（　　　　　　）なる。

液体→気体の状態変化を何というか。

加熱により固体が液体になるときの温度。

水は温度を上げると（　　　）になる。

水は温度を下げると（　　　）になる。

（1）の状態を何というか。

（2）の状態を何というか。

純粋な物質を3つ挙げよ。

混合物を3つ挙げよ。

液体を沸騰させて気体にし、再び液体にして集める方法。

エタノールの沸点は何度か。

水蒸気

氷

気体

固体

融点

沸点

純粋

混合物

状態変化

減り、変わらない、大きく

増え、変わらない、小さく

増え、変わらない、小さく

規則

動き回る

水、鉄、塩化ナトリウム

空気、しょう油、食塩水

蒸留

78度

広く

蒸発

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

目標時間

15分3.物質の状態変化

単元2 物質のすがた



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11）

□ （12）

□ （13）

□ （14）

□ （15）

水
溶
液

砂糖20ｇが溶けた砂糖水80ｇの水溶液の（12）。

（2）をとかしている水を何というか。

（2）が（3）に解ける現象を何というか。

砂糖水の溶質は何か。

砂糖水の溶媒は何か。

砂糖が水に溶けて、時間が経つと、粒子は下の方に集まって（　　　　）。

一定量の水に溶ける物質の最大の量をその物質の何というか。

砂糖水のように、水に溶けた液体を何というか。

水に溶けている物質を何というか。

物質が溶解度まで溶けている水溶液を何というか。

規則正しい形の物質を何というか。

一度溶かした物質を再び結晶として取り出すことを何というか。

ある量の水溶液に溶けている物質の量を表す方法に（　　　　　　）がある。

（12）＝（　　　　）の質量÷水溶液の質量×100

水150ｇに砂糖50ｇを溶かした水溶液の（12）。

25パーセント

飽和水溶液

結晶

再結晶

質量パーセント濃度

溶質

25%

溶媒

溶解

砂糖

水

こない

溶解度

水溶液

溶質

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

目標時間

15分4水溶液

単元2 物質のすがた


